
（別紙） DX 推進企業 募集区分 

募集区分 内容 

（１）DX 戦略の企画・立案 
顧客の実現したい DX の内容を見極め、具体的な企画に落とし込み、プロジェク

トとして計画・立案する。 

（２）DX 関連コンサル 顧客の実現したい DX の取り組みに対して、効果的なコンサルティングを行う。 

（３）DX プロジェクト管理 
必要があれば複数の企業と連携し、革新的な DX プロジェクトとなるよう、決め

られた期間、コスト、品質を保ちながら DX プロジェクトを進捗管理・推進する。 

（４）システム設計 
セキュリティを考慮したクラウド技術やネットワーク技術を基盤とし、費用、 

納期、パフォーマンスを考慮したシステムを設計する。 

（５）システムインフラ構築 
顧客の DX の取り組みを実現するためのシステムを、納期内にコスト、品質を 

保ちながら構築する。 

（６）クラウドインフラ構築 
セキュリティ、パフォーマンス要件を満たしながらクラウド上でインフラ構築を 

行う。 

（７）システムの運用・保守 
DX の取組みにおけるサービスがリリースされた後に、顧客の要望に応じた 

システム品質を保つため、システム監視、保守、運用を行う。 

（８）Web デザイン 
顧客の要望にそったデザイン案を提示しながら、WEB サイトのデザインを実装

する。 

（９）UX デザイン 

DX の取組み目的に沿ったユーザー体験を考慮し、UX デザインを検討、実際の

WEB サイトに展開する。 

※使う人にとっての分かりやすさ、使いやすさ、快適さの視点で機能、動線、 

見た目などを設計すること。 

（10）プログラム開発 顧客の望む機能を見極め、アプリケーションを開発し、稼働させる。 

（11）Web マーケティング 
拡散すべき情報の内容と範囲を提案し、WEB マーケティング技術を用いて、 

マーケティング効果を最大限生み出す。 

（12）IoT 利活用 

顧客の DX プロジェクトの内容を理解し、個々の IoT デバイスの特性を踏まえ、

提案、システム実装、IoT デバイスの運用、データ分析などを行う。 

※IoT(アイオーティー)とはモノのインターネットと呼ばれ、センサーやカメラな

どの機能を持った IoT 機器と通信接続しそれらを活用する技術。 

例：気温や湿度、ガス濃度、重さ、カメラ画像等を取得し需要予測に活用。 

（13）AI 利活用 
顧客の現在のデータ環境と要望を理解し、足りないデータの補完を提案しなが

ら、データの収集・分析手法を提案し、AI による分析を顧客の業務に役立てる。 

（14）クラウドアプリケー 

ション 

顧客の要望に沿った既存のクラウドアプリケーションを提案、実装する。 

またはクラウド上でアプリケーションを開発する。 

（15）IT セキュリティ 

顧客の現在のデータ環境、ビジネス環境を理解し、守るべきデータの定義と、 

手法を提案し、それを実現するための IT システムの構築を行い、新たな脅威 

への対応が可能なセキュリティを運用する。 

（16）AI-OCR 

顧客の望む DX プロジェクトの内容を理解し、現在実現可能な AI-OCR の精度

を前提とした業務改善取提案を行い、システム構築、運用、運用改善を行う。 

※AI-OCR とは、OCR 技術と AI 技術を掛け合わせたもの。 

例えば、手書きの帳票などの読み取りが可能となる。 

  



（別紙）DX 推進企業 募集区分続き 

募集区分 内容 

（17）RPA 

顧客の現在の業務を棚卸し、自動化できる部分、できない部分を切り分けて顧

客の望む DX プロジェクトへの提案、システム構築、運用、運用改善を 

行う。 

※RPA とは、ロボティックプロセスオートメーション(Robotic Process 

Automation)の略で、パソコン上で行う、定型の単純業務をロボットで自

動化すること。 

例えば、問い合わせ内容をメールから表計算ソフトなどに転記したり、 

残業時間の多い従業員へメールで自動通知したりすることに活用。 

（18）VR、AR 

顧客の実現したい DX への適応範囲を提案し、実際の VR・AR システムの 

構築、運用、運用改善を行う。 

※VR、AR とは、VR（仮想現実）、AR（拡張現実）とは仮想空間の中に現実と同

様の世界を構築し、教育、遠隔コミュニケーション、共同デザイン作業 

などを行う技術 

（１９）Office 活用 

MS Office の利活用だけではなく、Google SpredSheet、ドキュメントを

含めたクラウド及びネットワーク上でのオフィス業務の改善提案、教育、運用 

支援を行う。 

（２０）非対面ビジネス 
コロナ禍に対応し、IT を活用した非対面ビジネス環境を提案、構築、運用、運用

改善を行う。 

（２１）人材育成、DX 関連

研修 

顧客の取り組み内容に沿った人材育成・教育メニューの立案、提示、教育の実施

を行う。または、オンライン教育用のコンテンツを提供する。 

（22）その他 
その他、ＤＸ促進モデル事業の趣旨に沿った、顧客の DX の取り組みを実現する

ための業務。 

 

 


